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平成 24 年度

12月 6日 　木 

講師・・・・・永星　浩一　先生

　　　　　　　　　　　（本学商学部教授）　

推薦図書・・・「夜と霧」V・E・フランクル著　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  みすず書房　1985 年
　　　　　　　※できるだけ事前に読んでご参加下さい。
　　　　　　　　図書館に所蔵あり。
対象・・・・・本学の学部学生、大学院生
定員・・・・・15 名
申込み期間・・11 月 7日～ 12 月 5日
申込み先・・・図書館各カウンターまたはメール
                              E-mail : tosho2@adm.fukuoka-u.ac.jp
　　　　　　   ※必ず氏名・学籍番号・メールアドレス
　　　　　　　　明記の上、件名を「読書会」としてください。
問合せ先・・・中央図書館 2階総合カウンター
　　　　　　　TEL：092-871-6631（内線 2732）

人生はどんな状況でも意味がある
　　　　　　　　  －ヴィクトール・E・フランクル

中央図書館 5階　会議室
14：40～ 16：10(4 限 )

平成 24年

Fukuoka University Library 2012.11

　読書会は 1冊の本を読み、講師と学生で感想を語り合う企
画です。今回は本学商学部教授永星浩一先生を講師に迎え、   
推薦図書『夜と霧』を読み解きます。
　本書は、ナチスの強制収容所から生還した著者が、精神科
医の立場から極限状況における人間の姿を分析し、「人間とは
何か」という問いを追求した作品です。東日本大震災を機に
再び注目され、NHKの番組でも取り上げられました。「人生は
どんな状況でも意味がある」という著者の言葉は、時代を超
え人々を勇気づけています。
　生き方を模索している方、人間の心理を探求したい方、一
緒に「人生の意味」について考えてみませんか。皆さんの参
加をお待ちしています！

「夜と霧」とは？
ナチス強制収容所の過酷な体験
を精神科医の眼で綴った書。初
版刊行と同時にベストセラーと
なり、今なお読みつがれ、「言語
を絶する感動」と評されている。


